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昭 和58年 度 寒 剤 供 給 状 況

液 体 窒 素(吹 田地区)

[単 位 二 皇]

部局 蛋白質 産 業i 溶 接 超高圧覧 低 温

工 学 部 科 学 工 挙 子顕微鏡 薬学部 小 計

月 研究所 研究所 研究所 セ ン タ ー セ ン タ ー

4 6139 28 462 240 410 152 4875 12306

5 8065 20 330 165 445 469 2528 12022

6 10339 11 135 605 537 221 5175 17023

7 9670 21 395 352 477 197 5270 16382

8 6068 24 141 362 324 ユ54 2930 10003

9 10311 16 435 284 512 77 40ユ0 15645

10 9404 26 535 444 380 31 5460 16277

1i 11192 267 265 576 450 31 4150 1693i

12 12880 14 110 604 610 45 5055 19318

1 IO211 392 150 490 433 61 4270 16007

2 11030 65 292 304 371 66 7745 19873

3 5353 25 586 206 386 88 4845 1ユ489

計 110662 909. 3836 .. 4629 5335 1592 5 .63i3 183276

この他に吹田地区では産業科学研究所,核 物理研究センター,レ ーザー核融合研究センター.微 生物病研究所が独自に

液体窒素供給設備を持うて供給を行なっている.ま た,工 学部超電導工学実験センター、蛋白質研究所超伝導核磁気共鳴

装置概 溶接工学研究所超高エネル¥一 密度熱源タンターは上記使用昼の他に、実験装置のための液体窒素を別途購入し

ているe

籔 体 窒 素(豊 中地区及び全学合計)

【 単位 憂]

部局 医 療 工 作 低 温 ・豊中地 区. 爾地区.

理. 学 部 基礎工.学部 教 養 部 技 術

月 短大部 セ ン タ ー セ ン タ ー 』 小 計 合 計

r

4 6274 4855 627 40 2 2420 14218 26524

5 7516 7290 588 ・50 6 3145 185995 3.061.7

6 821ユ 9612 564 53 12 3180 21632 38655

7 8965 77721 070 35 24 3535 21401 3778』3

8 6736 7977 843 65 正02 1448 1717工 27174

9 6974 9276 860 60 16 3515 20701 36346

10 6:06 7579 821 50 12 2850 17418 33695

11 8074 9068 823 40 134 3163 21302 3823 .3

12 8192 9128 943 60 8 2880 21211 40529

1 7101 7084. 914 50 0. 3000 18149 34156

2 7193 9894 829 50 245 3060 21271 41144

3 8065 6244 722 4Q 19 3385 18475 29964

計 8 9407 957799 604 593 5803 5581 231544 414820
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液 体 窒 素 月 別 供 給 量

(昭和58年 度)
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液体ヘリウム(吹 田地区)

[単 位 旦 〕

部局 産 業 レーザー 蛋白質 溶 接 低 温

工 学 部 科 学 核融合研究 工 学 小 計

月 研 究所 セ ン ター 硝 究 所 研究 所 セ ンター

4 332.0346.2073.2023.1 774。5

5 255。5277.2064.925.130.0 652.7

6 596.7131,416.354.45。085,0. 888.8

7 695.7244.626.055.2.3.730.0 1055.2

8 225。430.8058.5035,0 349.7

9 570。3173.623.574.270.035.0 946.6

10 319,3385。525.247。8039.3 817.1

11 488.2198。523.556.50、35.0 801.7

12 809.935.154.369.0050.0 1018.、3

1 528。4115.498.672.8050,0. 865.2

2 969.2266.2107。866.7052.9 1462.8

3 268.2388.091。074.3030。0 851.5

計 6058.82592.5466.2767.5!03.8495.3 10484.1

液体ヘリウム(豊 中地区及び全学合計)

[単 位 立 】

部局 豊中地区
1両 地区

理 学 部 墓礎工学部 放 菱 部
.月 小 計 合 計

4 310.0495旨 。621.3 826.9 1601.4

5 285.2597.9114.8 997.9 1650.6

6 386.6880。567.2 1334.3 2223.1

7 621.8862.6188.6 1673.0 2728.2

8 315.1522.143.8 881.0 1230。7

9 472.8855.7130.O 1458.5 2405.1

10 248.7648.076.0 972.7 1789.8

11 475.0703.867.3 1246。: 2047.8層

12 473.8883。9105.3 1463.0 2481.3

1 569.5765.ユ101.9 1436.5 230.1.7

2 565.8814。470.9 1451.1 2913。9

3 583.3766.169.2 1418.6 2270。1

計 5307,68795.71056.3 15159.。6 25643.7

液体 フk素
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液 体 ヘ リ ウ ム 年 度 別 供 給 畳

(昭 租34-43は 省 略)
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吹 田 分 室
吹田地区ヘリウムガス回収

陶 自職 完戒「
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吹田分室 にヘ リウムガス回収 自動化装置完成

低温セ ンター吹 田分室で は、か ねてから急増す る液体 ヘ リウム需要に対応 す るための対策を施 して き

たが 、 そ の中 心 とな るヘ リウム ガ スの回収能力 の向上、 自動 化を昭和58年 度に行 い、59年2月

か ら全面 的に新 システムによるヘ リウムガスの回収を行 って いる。

今回 のシステム改善 の主要点 は次 の通 り

1.回 収 圧縮機 の増設

吐 出圧力150勧/磁 ・,能力40N㎡/h空 冷 式 昭和精機製

(現有圧縮機 の能力 を合 わせて150禽/㎡ 系で約70N㎡/hと な った)

2.回 収 用 マニホール ドの増設 と高圧配管延長

充填圧力150老g/α 彦,容 量180N1㎡ 大 阪酸素製

(現有 マニホール ドと合 わせて約900N㎡ の容量 とな る)

3.ガ ス回収 自動制御 ・表示 システム

ガス回収 ・ガス消費 の各5系 統 の高圧弁、回収圧縮機3台 、ヘ リウム液化機 、純 ヘ リウムガスに

っいてシーケ ンサ ーによる制御 を行 い、回収系の完全 自動化、液化系 のガス供給 関係 の自動化 を

完成 した。

大阪酸素製

全系統図 を下 に示す。
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